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はじめに 

データベースはもはや世界の中心ではありません。少し前までなら、このような言い方は異端視され
たかもしれませんが、データベース・クラウドとDBaaSの登場により、デプロイメントの戦略とデー
タベース管理要件は一変しました。単にパフォーマンス、スケーラビリティ、高可用性を実現する計
画では十分とは言えません。新しいデプロイメント・モデルでは、統合、プロビジョニング、サービ
ス品質も考慮に入れる必要があります。そのためには、データベース・インスタンスとサーバーか
ら、データベース・サービスおよびサーバー・プールへと焦点を移したクラスタ・データベースを、
新しい方法でデプロイし、管理する必要があります。 

マルチノードであるかOracle RAC One Nodeであるかに関係なく、Oracle RACデータベースを2種類の
方法でデプロイおよび管理できるようになりました。データベースを中心とする従来の方法は管理者
管理デプロイメントと呼ばれており、Oracle Database 11g Release 2より前に存在したRACのデプロイ
メント・タイプに基づいています。この方法では、特定のノードで実行されるように各データベース・
インスタンスを静的に構成する必要があり、また、preferredおよびavailable宛先を使用して、特定のイ
ンスタンス上で実行されるようにデータベース・サービスを設定する必要があります。 

クラウドベースのサービスを中心とする新しいモードはポリシー管理デプロイメントと呼ばれてお
り、サーバー・プールに基づいています。この場合、データベース・サービスは、サーバー・プール
内の単一ノード上のシングルトン・サービスとして、またはサーバー・プール内の全ノードにわたっ
て実行される均一サービスとして、サーバー・プール内で実行されます。データベースは1つまたは
複数のサーバー・プールにデプロイされ、デプロイ環境内のサーバー・プールのサイズによってデー
タベース・インスタンスの数が決まります。これは、新しい12cのマルチテナントRACデータベース
で推奨されるデフォルトのデプロイメント手法でもあり、サーバー・プールがPDBのコレクションと
関連サービスをホストします。このモデルはDBaaSクラウド環境に必要とされる柔軟なリソース割当
て機能を提供するだけでなく、長年にわたる多数のOracle RACデータベースの管理課題を解決しま
す。ポリシー管理デプロイメントを作成するか、またはポリシー管理デプロイメントへ変換するかを
決定するには、はじめに、クラスタ内でサーバー・プールが提供する機能について理解する必要があ
ります。 

 

サーバー・プールの概要 

Oracle Grid Infrastructure 11g Release 2では、クラスタを論理的にパーティション化して、データベー
ス・サービスやアプリケーション・サービスを提供するサーバーのグループを作成する方法として、
サーバー・プールが導入されています。データベースとアプリケーションのスケーラビリティおよび
可用性は、サーバー・プールの作成時または更新時に定義されるサーバー・プール・プロパティで制
御されます。それぞれのサーバー・プールに最小サイズと最大サイズを設定すると、プール内でホス
トされるサービスのスケーラビリティを調整できます。プール間での可用性は、重要度の値を設定す
ることで管理できます。サーバー・プールへのサーバーの割当てにはサーバー名ではなく、カーディ
ナリティ数を使用します。このため、任意のサーバーで任意のデータベースを実行できるように構成
する必要があります。サーバーの異種性やストレージの接続性などが原因でこれを実現できない場
合は、サーバー・プールのメンバーシップ資格を決定するサーバー・カテゴリ定義を使用すること
で、サーバーに制限を設定できます。 
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サーバー・プールがポリシー管理されたデータベースおよびサービスと、どのようにやり取りするの
かを理解するため、まずは、経験豊かなOracle RAC DBAであればなじみのある、いくつかのユース
ケースについて確認していきましょう。各ユースケースはデプロイメントの課題や管理上の難点を
示しており、これらはサーバー・プールとポリシー管理デプロイメントへの変換によって解決されま
す。ポリシー管理デプロイメントの作成またはポリシー管理デプロイメントへの変換には、バージョ
ン11g Release 2以上が必要になります。同じクラスタ内に古いバージョンを共存させることはでき
ますが、ポリシー管理データベースと同じサーバーを共有することはできません。代わりに、旧バー
ジョンのサーバーはGenericと呼ばれる特別なサーバー・プールに限定され、管理者管理としてデプ
ロイされます。Genericプールまたはポリシー管理プール内でノード障害が発生した場合、種類の異
なるプール間で、障害発生ノードにあるデータベース・インスタンスまたはサービスのフェイルオー
バーが実行されたり、サーバーが移行されたりすることはありません。 

 

Oracle RACのデプロイメント例 

下記のユースケースと本書の後半を通じて使用するデプロイメント例では、4ノード・クラスタが、
それぞれが1つのデータベース・サービスを含むOracle 12cマルチテナント・データベースおよび関
連PDBをホストしています。図1に示すこのデプロイメント環境では、dancer、dasher、comet、vixen
という4つのノードが、backofficeとfrontofficeという2つのサーバー・プール内で実行されています。 

図1：マルチテナントRACデータベースを使用したクラスタの例 
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サーバーは一度に1つのサーバー・プールに対してのみ配置できます。このクラスタは1つのマルチ
テナント・データベース（raccdb1）をホストしており、それぞれが1つのサービスをホストする2つ
のPDB（crmsvcとhrsvc）を含みます。これは12cのマルチテナントを使用した例ですが、下記のユー
スケースは11g Release 2または12cの標準RACあるいはRAC One Nodeデータベースにも当てはまり
ます。また、この例のデータベースは2つのサーバー・プールにまたがって配置されていますが、各
サーバー・プール内に1つずつ別々のデータベースがある場合も同じ動きになります。扱いやすい例
にするため、各ユースケースでは、プールごとに1つのサービスを含む単一のRACデータベースにつ
いて検討していきます。 

 

ユースケース1：データベース・サービスの起動順序の保証 

データベース・サービスが導入されて以来、クラスタ全体が稼働したら、サービスの再配置の必要性
を排除するという、起動順序の管理という問題がありました。この問題が発生するのは、クラスタに
追加した最初のノード上のデータベースに割当てられたすべてのサービスが、インスタンスの指定

（優先または使用可能）に関係なく開始されるためです。このような"集団"とそれによる再配置は、
クラスタの起動と調整にかかる時間を伸ばし、手動による介入を増やします。ポリシー管理のRACま
たはRAC One Nodeデータベースをホストしているサーバー・プールでは、この問題は解消（または
最小化）されます。 

サーバー・プールには一連のユーザー設定プロパティが含まれており、Oracle Clusterwareが実施す
る配置とフェイルオーバー・プロセスを制御します。最小（MIN）プロパティは最小サーバー数を指
定するプロパティであり、ワークロードの可用性要件を満たすレベルに設定する必要があります。図
2では、frontofficeプールとbackofficeプールの両方で、この値に2が設定されています。MIN値を0に
設定することも可能であり、プール内で実行されるサーバーと関連サービスがゼロになるケースも
容認可能であることを意味します。 

最大（MAX）プロパティには最大割当て数を指定し、この値は常にMIN値以上である必要があります。
図2では、MAX値に2が設定されています。クラスタに1つのサーバー・プールしか含まれていないよ
うな特殊なケースでは、最大数が現在のクラスタ・サイズになるように設定すると便利です。これに
はMAX=-1を設定します。 

重要度（IMP）値はあまり明確なものではなく、多面的な影響を及ぼす可能性があります。表面上は、
プール間での相対的な可用性の重要度をOracle Clusterwareに対して指定する、0から1000の間の値
であり、値が高いほど重要度も高くなります。しかし、その影響によって起動とフェイルオーバーの
動作が左右されます。これについては、このユースケースと後続のユースケースを見ると分かりやす
いでしょう。図2では、frontofficeプールでIMP=10が、backofficeプールでIMP=5が設定されています。
つまり、frontofficeプールの方が高い重要度を持ちます。重要度は単純な「>」チェックまたは「<」
チェックで評価されるため、数値や差異の大きさは関係ないことに注意してください。 
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図2：SRVCTLサーバー・プールの構成プロパティ 

 

このクラスタの起動時に、サーバーが1つずつ追加されます。サーバー・プールへ配置する必要があ
るとき、Clusterwareは、最小サーバー数には達していない、もっとも高い重要度を持つプールを探
します。図2ではfrontofficeプールがこれにあたります。したがって、最初のサーバーの配置が保証
され、crmsvcプールに割り当てられたすべての自動開始サービスにより、関連データベース・イン
スタンスが起動されます。 

  

図3：サービスとインスタンスの起動順序 
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ユースケース2：改善されたHAフェイルオーバー戦略 

起動順序を補完するユースケースになるのは、フェイルオーバー動作の管理です。11g Release 2よ
り前のRACクラスタでは、優先インスタンスと使用可能インスタンスを使用するように指定された
サーバーおよびサービスにデータベースが接続されており、ノード障害が発生すると、ワークロード
が同じ場所に配置されるか、または既存の優先インスタンスにオーバーロードされる場合があるた
め、連鎖的な障害につながっていました。その結果、ワークロードとデータベースが非常に多数の2
ノード・クラスタにデプロイされるか、または障害に対応するために多大な余裕が残されていまし
た。ポリシー管理データベースとサーバー・プールは、登録されたサーバー・プールの外部でワーク
ロードを混在させることなく、ワークロードの代わりにサーバーを移動して障害に対処することで、
この問題を回避します。 

この新しいフェイルオーバー戦略の実装では、MINプロパティとIMPプロパティを使用して、必要な
動作を指定します。図3に示した例に戻ると、dasherノードの障害によってすべての処理がvixenに移
行するのではなく、重要度の低いbackofficeサーバー・プール内のいずれかのサーバーがインスタン
スのトランザクション処理を停止して、hrsvcサービスのワークロードを徐々に減らしてfrontoffice
プールに"移行"することで、crmsrvサービスとそのインスタンスを起動します。これを図解した図4
では、dancerがbackofficeからfrontofficeへと移行しています。 

 

図4：新しいフェイルオーバー・ポリシーに基づく動作 
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フェイルオーバーの動作は、HAイベントの結果としてサーバー・プール・プロパティを再評価する
Oracle Clusterwareによって決定されます。このケースでは、frontofficeのサーバー数がMIN値の2を
下回ったことが確認され、これを回復するために重要度の低いプールから1つのサーバーが移行され
ました。反対に、frontofficeのMIN値が1であった場合、この状況では1つのサーバーで問題ないこと
がポリシーによって規定されているため、サーバーの移行は発生しません。再起動などにより、
dancerが再びクラスタに加わる際、frontofficeプールには戻らず、backofficeプールに配置されて、2
つのサーバーというMIN値を回復します。 

 

この新しいフェイルオーバー戦略には2つのメリットがあります。1つ目は、以前はデータベースと
ワークロードの混在を防止するために、複数のデータベースを別々のクラスタに配置する必要があ
りましたが、同じクラスタを共有できるようになります。2つ目は、追加サーバーをアイドル状態や
使用率の低い状態にすることなく、よりビジネス・クリティカルなワークロードのサポートに利用で
きるため、高可用性が向上します。 
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ユースケース3：最後に残るサービスの管理 

ユースケース2を論理的に極限に近づけたものがユースケース3になります。このユースケースは、
マルチノード障害またはスプリット・ブレインのクラスタ障害が発生した場合でも、1つ以上のサー
ビスが常に使用可能となるようにします。ビジネス・クリティカルなサービスが管理者管理データ
ベースに含まれる場合、その存続を確実にするには、クラスタ内のすべてのノード上でサービスを実
行できる必要があります。これには、ワークロードまたはデータベースの独立性を損なうというデメ
リットがあります。サーバー・プール内でポリシー管理データベースを使用すると、このデメリット
は生じません。残ったサーバーが1つのみであっても、サーバー・プールに含まれており、もっとも
高い重要度を持っていれば、Oracle Clusterwareによって登録済みのサービスとインスタンスの実行
が継続されます。 

これを図解した図5では、dasherの障害後にdancerでも障害が発生しています。このため、残ってい
るbackofficeサーバーのcometはそのインスタンスを停止して、frontofficeへ移行します。ここで、
vixenとともにビジネス・クリティカルなcrmsvcサービスを実行します。 

 

図5：ポリシーによる最終存続サービスの確保 

 

図6でSRVCTLの出力に示すように、この動作を可能にするのは、最大のIMPプロパティを持つサー
バー・プールに対して、0を上回るMINプロパティを指定することだけです。 
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図6：SRVCTL構成とマルチノード障害後の出力 

 

ユースケース2と同様に、dasherまたはdancerがクラスタに再び加わる際、これらはbackofficeサー
バー・プールに配置されます。これにより、crmsvcサービスの中断が防止され、hrsvcサービスとデー
タベース・インスタンスが起動されます。 

ユースケース4：動的なリソース・プロビジョニング 

ユースケース3で説明したように、ポリシー管理データベースとそのサービスをホストするサーバー
は、プール間で動的にオンライン移行できます。これは、予期せぬトランザクション増加をもたらす
可能性のあるイベントや、一定の日数、週数、月数、四半期数に基づいてワークロードが変化する、
HA以外のケースで有効です。11g Release 2またはOracle Cluaterware in 12cで導入されたOracle 
Quality of Service Managementが提供するとおりに、クラスタに含まれるサーバー・プールのMINプ
ロパティとMAXプロパティをポリシー内のグループとして設定しておくと、QoS Managementまた
はSRVCTL再配置サーバー・コマンドを使用するか、あるいはSRVCTLでMINプロパティとMAXプロパ
ティプロパティを手動変更することで、計画的な需要変更を容易に予想し、計画外の需要変更に対応
できるようになります。 

 

例に戻ると、サーバー・プール・プロパティを変更した計画変更または計画外変更に対して、図7で
はSRVCTLコマンドを指定しています。このコマンドは、frontofficeのサーバー数を3に増やしてから、
実際に変更を実施します。 

 

図7：需要に応じた動的なサーバー割当て 
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再配置のコマンドラインで使用する–fフラグはforce（強制）を意味しており、指定されたサーバー
がデータベース・インスタンスなどのリソースを実行している場合は、移行とfrontofficeリソースの
起動前にこれらを停止する必要があります。これらのコマンドを実行すると、図7に示したとおりに
手動で実行するか、QoS Managementの推奨またはClusterwareポリシーを使用するかに関係なく、
結果のクラスタでfrontofficeサーバー・プールに追加のリソースが割り当てられ、増加したcrmsvc
サービスの需要をサポートできます（図8を参照）。 

 

図8：需要に合わせた動的なサーバー・プール・サイズ変更 

 

 

ポリシー管理型RACデータベースとポリシー・セット 

ユースケース4では、ポリシーの概念を紹介しました。サーバー・プールとポリシー管理データベー
スは、より柔軟かつ動的で順序付けされたデプロイメントを可能にするため、もっとも中断の少ない
グループ化された方法で変更を可能にする機能を、名前付きポリシーとして提供することは理にか
なっています。これらのポリシーの集合がポリシー・セットになります。この機能は11g Release 2で
QoS Managementの機能として導入され、12cでは中心的なClusterware機能にも適用されています。
サーバー・プール・プロパティをグループとして変更する機能を通じて、Clusterwareは移行による
中断が最小限になるように最適化します。これを、一度に1つのコマンドで実行しようとすると非常
に困難です。 
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ポリシー・セットとそこに含まれるポリシーの作成および使用方法を理解するため、次のユース
ケースについて考えてみましょう。このユースケースでは、バックアップ・サーバー・プールを
使用してfrontofficeおよびbackofficeサーバー・プールが拡大されています。クラスタ内のサー
バー数は変更されていませんが、いつでもサーバー・プールを作成して、そこにサーバーを登録
できます。サーバーがプール内に配置されると、サービスが自動的に開始されます。このケース
では、平日夜の増分バックアップと週末の全体バックアップを実行する目的で、バックアップ・
サービスを作成します。 

図9に示すコマンドは新しいバックアップ・サーバー・プールを作成します。また、極めてビジネス・
クリティカルなワークロードであるため、重要度が最高になるIMP=20を設定しますが、サーバーの
移行を避けるため、当初の最小サーバー数はゼロ（MIN=0）に設定します。 

 

図9：バックアップ・サーバー・プールの作成 

 

 

このプールの作成に加えて、Clusterware 12cの新しいサーバー・プールのカテゴリ機能を使用しま
す。この機能は、異種サーバーから成るクラスタの管理を非常に容易にします。サーバー・カテゴリ
を使用すると、サーバー属性の指定をサーバー・プール・メンバーシップ要件に含めることができま
す。サーバーがクラスタに加わるタイミングで、CPU数、CPU速度、メモリなどの属性とユーザー・
ラベルが評価されます。この例では、cometとdancerのI/O容量が大きいため、次のコマンドをそれ
ぞれのローカルで実行して、IOplusというラベルを付けます。 

 

[GRID]> crsctl set server label IOplus 

コマンドが完了してClusterwareスタックが再起動されたら、次のコマンドで各サーバーの全属性の
ステータスを問い合わせます。 

 

[GRID]> crsctl status server comet dancer –f 

出力結果は次のようになります。 
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あとは、moreIOなどといった適切なサーバー・カテゴリを作成し、ポリシー・セットに組み込むだ
けです。 

 

次に、ポリシー・セットをシンプルなテキスト・ファイルとして作成します。次の形式では、DayTime、
NightTime、Weekendという3つのポリシーを指定しています。 

 

 



 

13 
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このポリシーは、次のCRSCTLコマンド例を使用してClusterwareに送信されます。 

 

[GRID]> crsctl modify policyset –file /u01/app/…/policyset.txt 

コマンドが完了したら、次のコマンドを使用し、手動またはcronなどのジョブ・スケジューラ経由で
ポリシーをアクティブ化します。 

 

[GRID]> crsctl modify policyset –attr “LAST_ACTIVATED_POLICY=Weekend” 

次に示すSRVCTLステータス・コマンドを使用して、結果を確認できます。例に基づく結果を併記し
ます。 
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Weekendポリシーに対してこのサーバー・プールを再配置することで、クラスタ全体に対する新し
いサーバー構成が完全にオンラインで実行されます。図10に、上記の結果のサービスおよびサー
バー・プール構成を示します。 
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図10：Weekendポリシーによるクラスタ構成 

 

サーバー・カテゴリを使用することで、cometまたはdancer上でのみバックアップ・サービスが実行
されるため、望みどおりのリソース対タスク・マッピングが実現されます。 

 

ポリシー管理データベース： 

マルチテナントRACデータベースのデフォルトのデプロイメント 

上記の3つの例で示したとおり、ポリシー管理型RACデータベースのデプロイメントは、データベー
ス・サービスの配置とHA管理に関して豊富な機能を提供します。これらの機能は、新しいOracle 12c
マルチテナントRACデータベースと複数のPDBをデプロイする際、非常に効果的に利用できます。 

 

ポリシー管理データベースは複数のサーバー・プールにまたがって配置でき、ここまでに例証したと
おり、プールの起動特性とフェイルオーバー特性に優先順位を付けることができます。このような
ユースケースの1つを図11に示します。ここでは、サーバー・プロバイダがさまざまなサービス・レ
ベルと可用性条件の下で一連のアプリケーションをホストしています。 
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図11：ポリシー管理型マルチテナントRACデータベースのサービス・レベル例 

 

Gold、Silver、Bronzeの各サーバー・プールに対して適切なMIN、MAX、IMPプロパティを設定するこ
とで、ノード障害が発生した場合も効果的に可用性レベルとパフォーマンス・レベルの両方を管理で
きます。Goldレベルの顧客に最高の可用性を保証できるだけでなく、RACデータベース・フレーム
ワークとサーバー・プール内の動的割当て機能によって、需要に応じたジャスト・イン・タイムの
サーバー割当てを実現できます。 

複数のデータベースをPDBとしてマルチテナントRACデータベースに統合する際に望ましいその他
の特性は、同じハードウェア・リソースの共有によって利益を得るデータベースをグループ化できる
機能です。この種の類似性は図12に示すように、アプリケーション・タイプやデータベース・リンク
の必要性、使用する階層、ハードウェアの違いなどに基づきます。 

 

図12：ポリシー管理型マルチテナントRACデータベースのPDB類似例 
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この例では、PDBをサーバー・プール内にデプロイすることで、同じハードウェア・リソースを共有
しながら、機能的な独立性を維持します。次に、ビジネスの目標と要求を追跡するために、各種ポリ
シーを使用してパフォーマンスと可用性の優先順位を調整できます。 

 

ポリシー管理型RACデータベースに関する考慮事項とヒント 

データベースのデプロイメントと管理に関するこの新しいパラダイムには、デプロイメントの新規
作成と変換の両方の計画に関する多数の考慮事項とヒントがあります。もっとも重要なのは、この機
能と柔軟性を単純に採り入れるのではなく、これらを考慮に入れた計画を策定する必要があるとい
う認識です。すでに説明したとおり、ノード障害によってサービスのフェイルオーバーが発生する
ケースとしないケースがあり、インスタンスとそのサービスが停止される場合もあります。結果は完
全に予測可能である一方で、それぞれのシナリオを入念に調査する必要があります。CRSCTLコマン
ドとSRVCTLコマンドで使用できる新しいevalオプションは、サーバー・プール・プロパティが変更さ
れた場合やポリシーがアクティブ化された場合に起きる結果に関する詳細情報を提供します。現在
のWeekendポリシーを変更してDayTimeポリシーをアクティブ化する際の評価を次に示します。 

 

 

サーバーが固有のデータベース・インスタンス以外もホストするようになり、インスタンス固有のロ
グ・ファイルが別々のサーバー上に書き込まれる可能性があることで、診断が若干難しくなります。
これらを考慮に入れることが、将来的なリリースに対する優先事項です。 

 

データベース・インスタンスに関して言うと、ポリシー管理型RACまたはRAC One Nodeデータベー
スには変更済みインスタンスのネーミング規則があるため、カスタム・スクリプトに影響がおよぶ可
能性があります。数値による単純な接尾辞（orcl1、orcl2など）でインスタンスを識別する代わりに、
追加のアンダースコアが挿入されます（orcl_1、orcl_2など）。サーバー・プールの拡張時に新しい
インスタンスが作成されると、RACデータベースのコードはこのインジケータを使用して新しい
UNDO表領域をセルフプロビジョニングします。サーバー・プールの使用によって新規インスタンス
が動的に作成されることがない場合は、SRVCTLを使用してインスタンスごとに元の名前に戻すこと
ができます。 
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Oracle Data Guard Brokerを使用する場合は注意する必要があります。また、新規インスタンスを作
成する際にスタンバイREDOログ・スレッドが作成されません。すべてのインスタンス対ノード・マッ
ピングに対してこれらを事前に作成し、インスタンスがどこで実行されてもログが使用できるよう
にしておく必要があります。 

 

RMANを使用する既存のバックアップ構成も再検討する必要があります。RMANチャネル用のサービ
スを使用したロードバランシングは、しばらく前からのベスト・プラクティスになっていますが、
チャネルがインスタンス名にマッピングされている場合、次の例に従い、新しいネーミング規則に合
わせて更新する必要があります。 

CONFIGURE CHANNEL DEVICE TYPE sbt CONNECT '@raccdb1_1'  

CONFIGURE CHANNEL DEVICE TYPE sbt CONNECT '@raccdb1_2’ 

… 

ポリシー管理型RACデータベースはOracle GoldenGateの使用にも影響を及ぼします。変換時にデー
タベース・インスタンスを追加した後で、Extractプロセスでの手動介入が必要になります。Extractグ
ループを手動で削除して更新するまで、追加インスタンスはグループに追加されません。HAイベン
トの発生時にもサーバーが移行されるため、GoldenGateのExtractおよびReplicatプロセスで同様に対
応する必要があります。そのためには、OTNからダウンロードできるClusterwareバンドル・エージェ
ントをデプロイします。 

 

結論および詳細情報 

データセンターを拡張するコストなしで、増加する需要に対応するために、統合とオンデマンド・プ
ロビジョニングのDBaaSを求める声によって、新しいインフラストラクチャ機能と管理パラダイムが
もたらされました。このパラダイムは柔軟なリソース割当てを可能にしながら、稼働時と障害時に予
測可能な動作を実現します。このような変更には習熟期間が必要ですが、代表的なエンタープライズ
Oracle RACデータベース・テクノロジーを使用すると、新しい仮想アーキテクチャに変換することな
く、ベアメタル・リソースにこの種のデプロイメントを実装できます。これにより、社内のオラクル
専門知識を活用しながら、将来的にパフォーマンスと管理性のメリットが得られます。 

 

ポリシー管理型RACデータベース、Clusterwareポリシー、サーバー・プール、QoS Managementに
ついて、詳しくは以下のリンク先を参照してください。 

http://www.oracle.com/technology/documentation/database.html 

 

ポリシー管理データベースへの変換については、こちらを参照してください。 
http://docs.oracle.com/cd/E11882_01/rac.112/e16795/admin.htm#RACAD803 

 

変換後のEMCAの使用については、こちらを参照してください。 
http://docs.oracle.com/cd/E11882_01/install.112/e24660/srvpool.htm#BHBJIIDC

http://www.oracle.com/technology/documentation/database.html
http://docs.oracle.com/cd/E11882_01/rac.112/e16795/admin.htm%23RACAD803
http://docs.oracle.com/cd/E11882_01/install.112/e24660/srvpool.htm%23BHBJIIDC
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